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誰かひとりでも「笑顔」にさせたい 

  摘果リンゴの価値づけをきっかけに、身の回りの廃棄に目が向き、価値づけの対

象が広がっていった「廃棄を無くそうプロジェクト」。子どもたちは、廃棄となっている

ものを利用価値のあるものへと生まれ変わらせるために試行錯誤を繰り返していき

ました。 

  社会科の授業で、牛乳パックも様々なものに生まれ変わっているという事実に出

合ったＡさんは、給食で出る牛乳パックも私たちの手で利用価値のあるものへと生まれ変わらせることができるので

はないかと考えていきました。その牛乳パックと向き合ったＡさんは、今までの生活経験から「イスに生まれ変われるは

ずだ」と目標を決め、製作を始めました。牛乳パックに、習字などの授業で使った新聞紙を詰め、それを組み合わせて

いく手順で進めていきました。ある日の製作をＡさんは次のように振り返りました。 

今日は、長い牛乳パックで２号目（Ａさんは、試作品を１号目、２号目と表現しています）を完成させた。前回作った 

１号目は７個使って作ったけど、今回は６個でやったので、形が変になった。やっぱり、形が違うとイスっぽくなくなるか

もしれない。私たちが目指しているイスは六角形だから。今度作る時も形を意識していきたい。 

  Ａさんの振り返りを読んだ教師は、なぜＡさんは形にこだわるのか思いを巡らせていました。そして、この振り返りの

次の製作では、以下のように振り返ったＡさん。 

今日も長い牛乳パックで３号目を完成させた。今日も目標の形を意識して取り組んだら６角形に近づいてきて、う

れしかった。形がずれると合わせるときに大変だし、イスのイメージがなくなっちゃうから。今日やっている時に思った

けど誰かひとりでも笑顔にさせたい。だから、すわる人の事を考えると形を気にしなくちゃいけないと思った。 

教師の中で、Ａさんの形にこだわる理由がはっきりとしました。Ａさんはイスができればよいとは考えていなかったの

です。イスですから、座る人がいたのです。そして、座る人の笑顔まで考え、製作をしていたのです。そして、Ａさんのよ

うにこの活動の先に、「ひと」を見つめる子どもたちは、「誰かに届けたい」「販売したい」「販売したお金で、もっと誰

かの『笑顔』につなげられるはず」と考え、廃棄を材料とした製品を販売することを目標に据えていきました。 

 

販売したいからこそ商品と深く向き合い共に進んでいく子どもたち 

ある日の活動の後「先生、今、よくない。話し合いたい」と、不安そうな顔で声をかけてきたＢさん。話を聞いていると、Ｂさ

んを含む数名で廃木材を生まれ変わらせようと取り組んでいく中で、Ｂさんには「こんなんじゃ喜んでもらえない」という思

いが込み上げてきたようです。開発した商品を販売するという目標が決まり、Ｂさんは、販売に向けて意識が高まっていた

のだと思います。話し合いが始まるとＢさんは、素直に仲間に語りはじめました。「みんなもっと真剣に取り組んでほしい。こ

のままじゃ、喜んでもらえる商品にならない。キーホルダーは、いい感じだと思うけど…」。それを聞いていたＣさんは、「僕も

そう思う、むやみに木を切ったり、くぎを打ったりしているけど、こんな商

品にしたいとか相談してほしい」と続けます。さらにＤさんも「私もそう

思う。商品の材料になる木がもったいない」と続けました。一方で、

「僕はまだいろいろ試していて、僕なりに考えてるんだけど…」とつぶ

やくＦさんもいました。最後にＢさんは「もっと、コミュニケーションとって

やっていこう」とまとめました。 
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明確な商品イメージがあったＢさん。一方で周りの仲間は「どんな商品にできる

かな…」を探っていたのです。Ｂさんは同じ目標に向かっていく中で自分の現在地

が仲間とズレていることに不安を感じていたのです。子どもたちの立ちどまりは仲

間と「販売」に向かっているからこそ生まれ、乗り越えていく過程で子どもたちが育

っていく機会であるのだと思います。２組の子どもたちは、立ちどまりから目をそら

すことはなく、しっかりと話し合って立ち向かっていくことができる子どもたちです。

このような「集まって、話したい」がいつでも、何度でも、どのメンバーでも行われて

います。 

摘果リンゴを使ったリースを販売したいと願って追究していったＥさん。ある日の活動で以下のように振り返りまし

た。 

今日うれしかったことは、今までぽきぽきと折れてしまっていたヤナギがきれいにまきつけられたことです。じっくり１

時間くらい煮ることによってやわらかくなっていました。３０分くらいでいいかなと思ったけど、１時間待つことできれい

にまけた。 

その振り返りを読んだ教師は、「きれいにまけたね」とＥさんに声をかけました。するとＥさんは、「まけるようになって

きたんだけど、これ（市販のリース）みて、こんな感じでまけるようにならないといけないと思うんだ」と語りました。教

師だけでなく、学級の仲間からも「すごいね」「きれいだね」とほめら

れていたＥさんのリースでした。しかし、Ｅさんの中では、もっときれい

に巻かなくてはいけないという意識があったのです。商品にするとい

うことは、やはり相手がいるのです。その相手を意識すると一つ課題

を解決しても、次の課題が見えてきます。課題解決の連続が子ども

たちの育ちにつながることを願っています。 

 

 

販売するということ 

子どもたちによる商品づくりが進んでいく中で、廃油を用いた「廃油キャンドル」や木のおもちゃなども形となってい

き、子どもたち自身も「売れそうだな」という意識が高まっていきました。そのような活動の中で、教師がハッとさせられ

る振り返りに出合いました。 

 もっとみんなで真剣に作りたいです。買ってもらうというのはお金ももらうし、すごく重要なことなので、本気でやり

たいです。 

 この振り返りをつづったＦさんは、自分の目標としている商品開発が順調に進んでいる子でした。活動の見通しが持

てず、困っているということからくる「もっと真剣に」「本気で」ではないと考えました。うまくいっていると感じている自

分の活動を「販売する」という視点に立ち返って、捉え直すと、この程度ではいけないという思いが込みあげてきたの

ではないでしょうか。教師も、相手目線に立って商品の改良をしていく姿を願っていました。しかし、「買ってもらえる良

い商品」をつくることが、最優先なのだろうか。ある日の一場面で、教師自身が立ち止まる瞬間がありました。それは、

販売について宣伝するチラシをつくろうという場面でした。Ｇさんが以下のようにつぶやきました。 

 
廃棄物を使って商品をつくっているということは書かない方が、買ってもらえるのでは… 

 

 その通りだと思いました。「買う人」の立場に立って考えてみると、至極当然で、廃棄物ではない材料から作られた商

品の方がよいはずです。では、私たちの活動はどのような意味があるのでしょうか。子どもたちと考えたいと思いまし

た。表面ではない奥深くのところで、私たちの活動を捉え直していきたいと思います。 


